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事 業 所
所 在 地

福井県坂井市丸岡町西里丸岡15-6

電 話 番 号 0776-68-0524 F A X 番 号 0776-68-0527

利用対 象者 地域 主に坂井市

メ ー ル ア ド レ ス kobusien@mocha.ocn.ne.jp

ホームページ等 https://kobusien.jimdofree.com/

障 が い 種 別 発達障がい児、知的障がい児

 【 基 本 情 報 】

事 業 名 放課後等デイサービス(多機能型)

定 員 12名

営 業 日 月曜日～金曜日 営   業   時   間

通常 8:25～17:25

長期休暇時 8:25～17:25

送 迎 （長期休暇時） 送 迎 地 域
坂井市丸岡町(一部)学校のみ。
※ご家庭への送迎は行っていません。

入 浴

自 費 負 担 金 おやつ代1回70円。調理代150円。その他経費(適宜)

現 在 の 利 用 学 校

嶺北特別支援学校。高椋小学校。平章小学校。長畝小学校。丸岡中学校。丸岡南中学校。福井大学
附属特別支援学校。
※送迎について…丸岡中学校、丸岡南中学校、福井大学附属特別支援学校は送迎を行っていませ
ん。他学校の送迎については各曜日ごとに要相談。

療 育 内 容 集団療育。個別療育(若干名)

事 業 所 Ｐ Ｒ

お子さんが楽しく安心して通っていただけるように、そのお子さんに
合った支援や環境調整を行っています。ご本人やご家族の方に「ここ
に来て良かった！」と思って頂けるよう職員も日々自己研鑽に励んでい
ます。

(写真添付）

社会福祉法人しいのみ共生会

子ども発達支援センターこぶし園



・構造化により生活環境を整えます。 

生活の中で、さまざまな遊びを通して学習できるよう環境を整えます。また、障がいの特性に配慮

し、時間や空間を本人に分かりやすいスケジュールや絵カードを使って伝えます。また子ども特性

に合わせた環境面からのアプローチを実践します。 

・感覚の特性（感覚の過敏や鈍麻）への対応 

感覚の特性（感覚の過敏や鈍麻）を踏まえて、感覚の偏りに対する環境調整等の提案及び支援を

行います。 

・認知の偏りへの対応 

一人一人の子どもを適切に評価し、認知の特性を把握して情報を適切に処理できるような環境

調整や支援者の関わり方の指導や調整を行います。また、保護者にたいしても認知の偏り等の

個々の特性に関する情報を伝え、こだわりや偏食等に対する家庭での具体的な支援を提案しま

す。 

・コミュニケーション手段の選択と活用 

子どもの発達段階に対応するコミュニケーション手段（ex文字・記号・絵カード・機器等）を剪定

し、環境の理解と意思の伝達が出来る機会を積み重ねていけるように環境及び関わり方の調整

を実施します。 

・ルール作りと遊びを通した仲間づくり 

集団に参加するための手順やルールを理解し、子どもの希望に応じて遊びや集団活動に参加で

きるよう支援するとともにともに活動することを通じて、相互理解や互いの存在を認め合いなが

ら、仲間づくりにつながるよう支援します。 

子どもに関わる関係機関（学校・医療・放デイ他事業所・相談支援員・行政等）との担当者会

議・支援会議に出席して情報共有し、支援体制を整えます。 

保育園から小学校。小学校から中学校。中学校から高校。高校から進路先。以上の移行時

の会議に出席して、子どもが不安なく次のステップを踏み出せるよう支援します。 

保護者や本人の話を聞き、困り感が軽減するようにします。年 2回保護者面談を行いま

す。 

 

計画を立てながら外部研修に参加したり内部研修を実施して職員の支援力向上に努めて

います。 

 

eスポーツ交流会、セラピードッグ、ボランティアによる読み聞かせ、ミュージックケア、ク

リスマスでのビンゴ大会、相撲大会、親子防災研修・防災グッズ作り等 

 

   

 作成年月日 令和 7年 3月 1日 

 

  

 

 

 

営業時間 8時 25分～17時 25分  送迎実施 あり （学校へのおむかえのみ 家への送りなし）  送迎地域 嶺北特別支援学校と丸岡町内小学校  実費負担 おやつ代 1回 70円 調理代 1回 150円 

 

 

 本 人 支 援 

社会福祉法人 しいのみ共生会 こぶし園 放課後等デイサービス 

障がいのある方とそうでない方が同じ地域で生き生きと暮らすことができる活動を続けるとともに 

地域の中で安心して安全に暮らせる地域生活の条件整備作りをすすめていきます。 

法人理念 

障がいのあるお子さんの困り感に寄り添い主に視覚支援を用いた支援プログラムをお一人お

一人に合わせて作成し家庭・医療・福祉等、関係機関と連携を取りながら支援していきます。 

支援方針 

健康・生活 

運動・感覚 

 

認知・行動 

 

言語 

コミュニケーション 

人間関係 

社会性 

地域支援 

地域連携 

移行支援 

家族支援 

職員の 

質の向上 

主な行事 


